
2020年度 
大学院履修ガイダンス

物理学科教務委員　服部一匡（8-519室 hattori_at_tmu.ac.jp） 
　　　　　　　 

2020年5月8日（金）Zoom開催 
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このスライドは物理HP, kibacoのガイダンスページで
も見ることができます（ガイダンス終了後）．

在学生へ→大学院教務→大学院履修ガイダンス資料 
kibaco＞大学院生用 2020年度理学研究科新入生ガイダンス



今日の内容
✤ 教員からの連絡方法 
✤ 履修について 
✤ ティーチングアシスタント（TA） 
✤ 研究支援制度 
✤ 奨学金返還免除制度 
✤ 学生のための相談室 
✤ その他アナウンス

以下，博士前期課程を修士（課程），博士後期課程を博士（課程）
と省略して記します



教員からの連絡方法
✤ 掲示板：　物理事務室（8-222）前＆理学研究科掲示板

✤ 物理HP： www.phys.se.tmu.ac.jp 在学生へ→大学院教務

8-9号館1Fの間

✤ メール：xyz@ed.tmu.ac.jp 宛に教員から連絡 
　　　　　教員のアドレスは abc@phys.se.tmu.ac.jp

abc: 教員の苗字

その他，教員の大学アドレスもOK: XYZ@tmu.ac.jp

メールはすぐ見れるように，また掲示板をこまめに確認すること



tmuメールの転送方法
✤ メールの使い方の指南書：
https://infolit.uec.tmu.ac.jp/lit/contents/basics/02/o365.pdf
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www.comp.tmu.ac.jp/tmuner → 学生ポータル → 学生メール

必ず設定すること



履修について
✤  修了（学位取得）条件 
✓ 修士　2年（最大4年）30単位＋修士論文 
✓ 博士　3年（最大6年）20単位＋博士論文 

✤ 補足 
✓ 詳細は「大学院履修案内・授業概要」を参照  
✓ 学位論文＝論文提出 & 最終試験(＝論文の発表と審査) 
‣  修士論文(英語or日本語)  博士論文(英語)  

　　　　主要な研究成果が学術雑誌に掲載or掲載確実であること(博士)

必修科目が16単位、残り(下記)を通常授業や集中講義で取る  

修士：14単位　博士：4単位 



修士課程における教育研究上の目的

✤ 物理学に関する研究を進めるために必要な基礎的な知識
の他、論理的な思考法、実践的な研究方法を修得する。 

✤ 物理学の各分野において、自らあるいは指導教員の指導
の下に研究課題を設定し、問題を解決して研究を遂行す
る能力、論理的に論文を構成して研究成果を発表する能
力を修得する。 

✤ 他の研究者と討論できる能力、研究の成果を広く伝える
能力を修得する。

修士論文発表会( 2年次1月下旬) 口頭発表17分 + 質疑応答 8分



必修科目
✤ 必修科目 
✓修士課程：物理学特別演習(理論)、物理学特別実験(実験) 

　　　　　　　物理学特別セミナー  
✓博士課程：物理学特別演習(理論)、物理学特別実験(実験)  

✤ 補足 
✓修士、博士論文のための研究・セミナーに対する単位 

✓標準履修課程に基づき必ず前期と後期に履修（要 履修申請） 
✓休学・留学等で標準履修課程から外れる場合は、指導教員・教務
委員と相談する



標準履修課程
✤ 修士課程（理論系） 
　　物理学特別セミナー I(前期)、II(後期) 物理学特別演習 I(前期)、II(後期) 

✤ 修士課程（実験系） 
　　物理学特別セミナー I(前期)、II(後期) 物理学特別実験 I(前期)、II(後期) 

✤ 博士課程（理論系） 
　　物理学特別演習 V(前期)、VI(後期) 

✤ 博士課程（実験系） 
　　物理学特別実験 V(前期)、VI(後期)

毎年、履修申請を忘れる人がいます。履修申請を忘れないように。



講義科目
✤ 2単位科目（分野共通の基礎科目：15回†、博士は履修不可） 
　　素粒子物理学、一般相対論、場の理論、原子核物理学、統計物理学、流体力学、 

　　 計算物理学、原子物理学、宇宙物理学、物性物理学 I,II、粒子線物性 

✤ 1単位科目（専門分野の科目、8回†、一部集中講義*)  
　　素粒子物理学特論*、高エネルギー理論物理学特論、原子核・ハドロン物理学特論、 

　　高エネルギー宇宙物理学特論 I,II、非線形物理学特論、統計力学特論、  

　　量子多体系特論*、超伝導物理学特論、磁性物理学特論、  
　　高エネルギー物理学特論 I,II、原子物理学特論 I,II、宇宙物理学特論 I,II、  

　　電子物性特論 I,II、ナノ物性・表界面物性特論 I,II、ソフトマター物性特論 I,II、  
　　粒子ビーム物性特論 I、物質科学ミニマム、物理実験学特論 A-D、科学英語特論  

†　新型コロナ→前期日程は14（７）回（残り１回は課題etc.）



‣ 開講情報は物理HP，掲示板，メールで連絡される 
‣ 申請（学生ポータルに申請書）はその都度理学教務係へメール

講義科目
✤ 集中講義（1単位：外部講師を呼び8回を短期間で行う） 

✓ 物理学特別講義・物理化学特別講義

✤ 2020年度の集中講義（確定分，随時追加予定） 
✓太陽風-ジオスペース結合過程　三好由純（名古屋大学）　11月 
✓液晶の物理「ネマティックからキラリティーまで」　　　　　　
福田順一（九州大学）後期 

✓トポロジカル物質相の物理　溝口知成（筑波大学）　11月



注意事項
✤ 講義科目は学期はじめにweb申請（5/18〆切 CampusSquare）
✤ 講義科目のほとんどは２、３限（研究との両立？）    
✤ 修士→講義科目14単位の大半を１年次にとり、２年次はほぼ研究のみ
✤ 「○○特論」（８(7)コマ、１単位）の科目：4つの開講時期　　　　　　　　　　　　　　　　 

✤ 修士課程では、他専攻や他研究科の授業は10単位まで履修可能。ただ

し、理学教務委員会の承認が必要；要 指導教員・教務委員との相談  
✤ 学部で修得した科目の再履修、修士で修得した科目の博士での再履修   
✓講義内容が異なる場合 → 可  　　　　　　　　　　  
✓同一の場合 　　　　　→ 不可   

✤ 分野横断プログラムの単位は修了単位には含まれないので注意

前期a、前期b、後期a、後期b (a,bは学年暦にあるI,IIの期間と同じです)
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2限 3限
東京都立大学　理学研究科　物理学専攻

授業科目 担当 教室 授業科目 担当 教室 授業科目 担当 教室 授業科目 担当 教室 授業科目 担当 教室

素粒子物理学（前） M(R0106) 安田 11-102 粒子線物性（前） M(R0112) 門脇 8-304
①

○
原子物理学特論I（後ｂ）

M(R0153)

D(R0154)
＊東 8-301

流体力学(後) M(R0104) 栗田 11-301
①

○
超伝導物理学特論(後ａ)

M(R0145)

D(R0146)
堀田 8-306

①

○

物理化学特別講義Ⅰ

（物理実験学特論D）（後ｂ）

M(R0159)

D(R0160)
＊東 8-301

物理化学特別講義Ⅱ

（原子物理学）（前）
M(R0108) 田沼 11-202

①

○
物理実験学特論Ａ（前ａ）

M(R0171)

D(R0172)
青木 11-103

①

◆
超伝導理工学ゼミナール(前a) M(W0001)

堀田・森・青木・松

田・水口・菊池・後

藤・三浦

8-301

○
物理化学特別講義Ⅱ（化学特論Ⅶ

分子の理論と計算）（前）

M(R0167)

D(R0168)

波田・

中谷
8-302

①

○
非線形物理学特論（前ａ）

M(R0141)

D(R0142)
首藤 8-301

①

○
粒子ビーム特論 I （後b）

M(R0157)

D(R0158)
門脇 8-302

①

○

物理化学特別講義Ⅰ(ナノ・表界面

物性特論 I )（後期a）

M(R0147)

D(R0148)
宮田 8-300

①

○
統計力学特論（前ｂ）

M(R0117)

D(R0118)
荒畑 8-302

①

○
物理実験学特論Ｂ（後a）

M(R0937)

D(R0938)
門脇 11-102

○
物理化学特別講義II（化学特論Ⅵ凝

縮系の物理化学）（前）

M(R0165)

D(R0166)

菊池・好村・

兒玉
11-103

物理化学特別講義Ⅱ

（物性物理学Ⅰ）（前）
M(R0109) 荒畑 11-102

①

○
宇宙物理学特論I（前a）

M(R0127)

D(R0128)
江副 8-301 計算物理学（後） M(R0114) 首藤 情報-113

物性物理学Ⅱ（後） M(R0111) 松田 11-102
①

○

物理化学特別講義Ⅰ

（物理実験学特論C）（後ａ）

M(R0161)

D(R0162)
田沼 8-301 　

一般相対論(前) M(R0101) ケトフ 11-201 原子核物理学（前） M(R0105) 兵藤 11-201

①

○

物理化学特別講義Ⅰ

（物質科学ミニマム特論）（前ａ）

M(R0110)

D(R0113)
*真庭 8-301

①

○

物理化学特別講義Ⅰ

（ソフトマター物性特論I）（前ｂ）

M(R0151)

D(R0152)
栗田 8-301

①

○
科学英語特論（後ａ）

M(R0139)

D(R0140)
森 11-202

①

○
原子核ハドロン物理学特論（後a）

M(R0125)

D(R0126)
兵藤 8-301

①

○
電子物性特論I（後ａ）

M(R0149)

D(R0150)
松田 8-304

場の理論（前） M(R0103) ケトフ 11-201
①

○
高エネルギー物理学特論I（前ｂ）

M(R0119)

D(R0120)
角野 8-306 統計物理学（前） M(R0102) 服部 11-301

宇宙物理学（後） M(R0107) 石崎 11-202
①

○

高エネルギー宇宙物理学特論I（後

a）

M(R0131)

D(R0132)
藤田 8-301

①

○
磁性物理学特論 （後a）

M(R0123)

D(R0124)
＊上田 8-308

物理学特別セミナーⅠ～Ⅳ、物理学特別実験Ⅰ～Ⅳ、物理学特別演習Ⅰ～Ⅳは博士前期課程１，２年対象。前・後期開講であるが、通年開講ではなく、いずれか半期のみである。授業番号は次のとおり。

物理学特別セミナーⅠ（R0173)、物理学特別セミナーⅡ（R0174)、物理学特別セミナーⅢ（R0175)、物理学特別セミナーⅣ(R0176)、物理学特別実験Ⅰ(R0177)、物理学特別実験Ⅱ(R0178)、物理学特別実験Ⅲ(R0179)、物理学特別実験Ⅳ(R0180)、物理学特別演習Ⅰ(R0181)、物理学特別演習Ⅱ(R0182)、物理学特別演習Ⅲ(R0183)、物理学特別演習Ⅳ(R0184)

物理学特別実験Ⅴ～Ⅷ、物理学特別演習Ⅴ～Ⅷは博士後期課程１，２年対象。前・後期開講であるが、通年開講ではなく、半期のみである。授業番号は次のとおり。

物理学特別実験Ⅴ(R0185)、物理学特別実験Ⅵ(R0186)、物理学特別実験Ⅶ(R0187)、物理学特別実験Ⅷ(R0188)、物理学特別演習Ⅴ(R0189)、物理学特別演習Ⅵ(R0190)、物理学特別演習Ⅶ(R0191)、物理学特別演習Ⅷ(R0192)

集
①

○
量子多体系特論（前）

M(R0115)

D(R0116)
服部

①

○
物理学特論Ⅰ

M(R0197)

D(R0198)

①

○
物理学特別講義Ⅰ ○ 放射線実験法Ⅰ（前）

M(R0005)

D(R0006)

①

○
物理学学外体験実習

中
①

○
素粒子物理学特論　(前）

M(R0097)

D(R0098)
安田 ○ 物理学特論Ⅱ

M(R0199)

D(R0200)
○ 物理学特別講義Ⅱ

①

○
放射線実験法Ⅱ（前）

M(R0007)

D(R0008)
○ 物理学学外体験実習

授
①

○
物理化学特別講義Ⅰ

①

◆
超伝導理工学特別講義（前） M(W0004)

業
①

◆
超伝導理工学特別講義（後） M(W0005)

①は１単位の科目

○印は博士後期課程の授業

◆印は分野横断プログラム「超伝導理工学プログラム」の分野横断専門科目である。分野横断プログラム修了単位に含まれるが、物理学専攻の修了単位には含まれない。

（　　　）内は授業番号

前a，後aはそれぞれ前期I，後期Iの期末試験期間まで，前b，後bはそれぞれ前期I，後期Iの期末試験期間の次の週から前期II，後期IIの期末試験期間までです．

前期I,II後期I,IIの期間については学年暦を参照してください．

③  １３：００～１４：３０ ④  １４：４０～１６：１０ ⑤  １６：２０～１７：５０

２０２０年度大学院授業時間割

水

火

月

①  ８：５０～１０：２０ ②  １０：３０～１２：００

土

そ

の

他

注意：

金

木



研究倫理・剽窃等について
✤ 期末テスト，レポート 
✓webからのコピペ，知り合いのレポートを写す 
✓カンニング 

✤ 修士論文，博士論文 
✓修士、博士論文はただのレポートではない 
✓他人の論文の文章，図のコピペ，webからのコピペ（ソフトウェ
アで簡単に検知される） 

✓捏造，不都合なデータの隠蔽，誇張等（すぐバレます）

厳しい処分（停学，修了取り消し等）が下されますのでないように

ひょうせつ

もちろん，水準を満たさない，根本的な間違い等がある場合もダメ



✤ 前期・後期それぞれで募集（教務委員からメール） 
✤ 仕事：学生実験や計算機実習の指導補助、試験監督、　　　　　　　　　　
学部の講義・演習の質問対応、レポート採点、など 

✤ 時給：1300円（修士）、1400円（博士）、1700円(STA) 

✤ 時間：1講義あたり４５時間/期。実験（週２）は６０時間/期。
複数の講義を担当することもできるが、半期９０時間が上限。
時間数は実働分（詳細は担当教員に確認）。

ティーチングアシスタント

STA（博士のみ）は高度な業務を含む

修士・博士課程院生が学部教育の補助業務を行い、これに対する
手当を支給。  教育経験の提供と、経済支援。 



✤ 学術振興会，文科省 
✓学術振興会特別研究員（博士課程、研究奨励金 超難） 
✓トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム（海外派遣） 

✤ 本学の制度 
✓大学院研究奨励奨学金（博士、学振不採用者から 難）   
✓大学院生支援奨学金（博士*、～学費の半分） 
✓理学研究科大学院生学術会議派遣（国際会議参加）
✓大学院生国際学術会議派遣支援事業（博士、国際会議参加） 
✓派遣留学生経済支援制度（海外派遣） 
✓物理RA（博士，～学費の半分）　緑字  

主な研究支援制度

* 全学HPでは修士も応募可だが  理では博士に制限

（国際センターの制度）

は半数以上の博士がもらえる



日本学生支援機構・奨学金   
返還免除制度  

✤ 対象者：日本学生支援機構の第一種奨学金を貸与された学生　　　　　 
✤ 全額免除と半額免除の２種類 
✓修士と博士で別の枠：全免：１～２名程度（変動あり）  

✤ 決定時期: 修士課程および博士課程の修了時 
✤ 審査内容（修士） 
✓主として、修士論文の内容、および発表会での発表・質疑
応答の内容を審査する。 

✓学会発表、学術論文発表、TAなどの実績が若干考慮され
る場合もある。 



学生のための相談室  
✤ 物理学専攻「院生・学生相談室」（担当：角野・田沼）

✤ 理工学系人間関係相談チーム（担当：首藤）

✤ 学生相談室（専門のカウンセラーによる無料相談） 

✤ セクシャルハラスメント及びアカデミックハラスメント　　　　
www.houjin-tmu.ac.jp/harrassement/contact.html  

www.gs.tmu.ac.jp/gakuseika/08_soudan/02_sodan.html  

shudo@phys.se…

counselor@phys.se…

相談窓口

日頃の研究活動、人間関係、研究指導の方法などで悩みがあれば、遠慮なく相談して
下さい。  些細なことでも構いません。  第三者の目・意見は、解決のためにとても
重要です。  もちろん、相談内容は相談室の外に漏れることはありません。



学生教育研究災害傷害保険(学研災）  
この保険は、教育研究活動中（正課・学校行事・課外活動及び  通学中）の災害に対する補
償制度で、急激かつ偶然な外来の事故  による身体の傷害に対して保険金が支払われます。  
南大沢Cでは、加入手続きを学生サポートセンター学生課で受け付けています（任意加入）  

詳細は → http://www.jees.or.jp/gakkensai/index.html

20180907_10357749_05_1473 20180907_10357749_05_1473 omo
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1. 保険料一覧

保険期間

基本 特約（注1）

昼間部 夜間部 通信教育
通学中等傷害危険担保特約 接触感染予防

保険金
支払特約昼間部・夜間部 通信教育

1年間 650円 100円

100円

350円

40円

20円
2年間 1,200円 200円 550円 40円
3年間 1,800円 300円 800円 50円
4年間 2,300円 400円 1,000円 70円
5年間 2,800円 500円 1,250円 80円
6年間 3,300円 ― 1,400円 100円

＊年度途中に加入する場合も保険料は1年単位となります。
＊通学中等傷害危険担保特約において夜間部に6年間の設定はありません。

2. 保険金の種類と金額
（1）死亡保険金（事故の発生の日からその日を含めて180日以内に死亡した場合）

補償範囲 支払保険金
「正課中」「学校行事中」 2,000万円
「正課中・学校行事中以外で学校施設内にいる間」「課外活動（クラブ活動）中」
「通学特約加入者の通学中・学校施設等相互間の移動中」 1,000万円

（2）後遺障害保険金（注2）（事故の発生の日からその日を含めて180日以内に後遺障害が生じた場合）
補償範囲 支払保険金

「正課中」「学校行事中」 程度に応じて
120万円～ 3,000万円

「正課中・学校行事中以外で学校施設内にいる間」「課外活動（クラブ活動）中」
「通学特約加入者の通学中・学校施設等相互間の移動中」

程度に応じて
60万円～ 1,500万円

（3）医療保険金（医師の治療を受けた場合）および入院加算金
事故発生時の活動の種別 治療日数（注3） 医療保険金

入院した場合

入院加算金
（180日限度）

入院1日につき
4,000円

（いずれの活動種別
においても入院1
日目から支払われ
ます。 ）

（対象外）
（対象外）

1日～ 3日 3,000円
4日～ 6日 6,000円
7日～ 13日 15,000円

（ 治療日数1日
から対象 ）（ 治療日数4日

以上が対象 ）（治療日数14日
以上が対象 ）14日～ 29日 30,000円

30日～ 59日 50,000円

正課中・学校行
事中

課外活動（クラブ
活動）を行ってい
る間以外で学校施
設内にいる間・通
学特約加入者の通
学中・学校施設等
相互間の移動中

学校施設内外を問
わず、課外活動
（クラブ活動）を
行っている間

60日～ 89日 80,000円
90日～119日 110,000円
120日～149日 140,000円
150日～179日 170,000円
180日～269日 200,000円
270日～ 300,000円

（注3）
実際に入院または通院した日数をいいます。傷害を被り治療を開始した日から「医師が必要であると認めた治療が完了した日」の間の実治療日数で
あり、治療期間の全日数が対象になるのではないことにご注意ください。
注意事項
（1） 上記の保険金は、生命保険、健康保険、他の傷害保険、加害者からの賠償金と関係なく支払われます。
（2） 保険金は上記金額に限定されているので、2口以上の加入はできません。
（3） 同日に複数の病院へ通院した場合でも治療日数は1日となります。1日のうちに2つの病院へ通院しても、治療日数は2日とはなりませんので

ご注意ください。

（4）接触感染予防保険金（注4）

補償範囲 支払保険金
臨床実習中 1事故につき15,000円（定額払）

（注1）
各特約に加入する場
合、希望する特約の
保険料を加算してく
ださい。

（注2）
死亡保険金と後遺障害保険
金とを重ねて支払うべき場
合には死亡保険金をお支払
いします。

（注4） 臨床実習の目的で使用される施設内で、感染症の病原体
に予期せず接触し、かつ、その原因となる事故の発生の
日からその日を含めて180日以内にその接触感染に対す
る感染症予防措置を受けた場合が対象です。

• この「ごあんない」は学生教育研究災害傷害保険の内容についてご紹介したものです。加入に当たっては、必ず4ページの「重要事項説
明書」をよくお読みください。保険契約の詳細は、（公財）日本国際教育支援協会のホームページに掲載されている保険約款等によりま
すが、ご不明の点については、本学担当窓口（学生課・学生支援課・保健センター等）までお問い合わせください。なお、加入後は「学
生教育研究災害傷害保険加入者のしおり」をご覧ください。
• 学生教育研究災害傷害保険は、（公財）日本国際教育支援協会と以下の保険会社との間で締結された共同保険契約であり、東京海上日動
火災保険㈱が他の引受保険会社の代理、代行を行います。各引受保険会社は、契約締結時に決定する引受割合に応じて連帯することなく
単独別個に保険契約上の責任を負います。なお、引受割合については同協会にご確認ください。

あいおいニッセイ同和損保　 損保ジャパン日本興亜　 東京海上日動（幹事保険会社）　 三井住友海上
• この保険は公益財団法人日本国際教育支援協会を保険契約者とし、同協会の賛助会員大学に在籍する学生を被保険者（保険の対象となる
方）とする学生教育研究災害傷害保険の団体契約です。保険証券を請求する権利、保険契約を解約する権利等は原則として公益財団法人
日本国際教育支援協会が有します。
〈契約者〉
公益財団法人　日本国際教育支援協会　事業部　保険・補償課
〒153-8503　東京都目黒区駒場4-5-29
TEL：03-5454-5275　URL：http://www.jees.or.jp/

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社

詳細は、上記協会HP掲載の「学生教育研究災害傷害保険加入者のしおり」をご覧ください。 JEES　学研災 検索

3. 加入手続き
大学によって特約の取扱状況や加入に伴う手続きが異なりま
す。大学の案内に従ってください。

4. 保険金をお支払いしない主な場合
• 以下の事由により生じた傷害（ケガ）
保険契約者・被保険者（保険の対象となる方）・保険金受取人の故意
または重大な過失、被保険者の自殺行為・犯罪行為・闘争行為、無免
許運転・酒気帯び運転・麻薬等の影響により正常な運転ができないお
それがある状態で自動車等の運転中に生じた事故、脳疾患・疾病・心
神喪失、妊娠・出産・早産または流産、外科的手術などの医療処置（保
険金が支払われるケガを治療する場合を除きます。）、地震・噴火また
はこれらによる津波（被保険者がこれらの自然事象の観測活動に従事
している間を除きます。）、戦争・内乱・暴動、核燃料物質の有害な特
性などによる事故（被保険者が核燃料物質、核燃料物質によって汚染
された物、またはこれらを使用する装置を用いて行う研究・実験活動
に従事している間を除きます。）、放射線照射・放射能汚染（被保険者
が放射線または放射能の発生装置を用いて行う研究・実験活動に従事
している間を除きます。）、むちうち症、腰痛などで医学的他覚所見の
ないもの、学校施設外の課外活動として行う山岳登はん（ピッケル等
の登山用具を使用するもの）・リュージュ・ボブスレー・スカイダイ
ビング・ハンググライダー搭乗等の危険な運動中の事故、学校施設外
の課外活動として行う自動車等の乗用具による競技・試運転・競技場
でのフリー走行、被保険者に対する刑の執行　等
なお、飲酒による急性アルコール中毒症や時間の経過により重大化し
た傷害など「急激かつ偶然な外来」の条件を充足しない事故も対象と
なりません。

5. その他
• 告知義務
告知義務については4ページをご確認ください。
• 通知義務
加入後、次のようなことが生じた場合、遅滞なく本学担当窓口（学生
課・学生支援課・保健センター等）へご通知ください。
・昼間部、夜間部または通信部の区分を変更した場合
・退学した場合（除籍、死亡を含みます。）
・保険期間中に通算して1年以上休学した場合
• 事故が発生したときのご注意
この保険で対象となる事故が生じた場合には、事故の発生の日からそ
の日を含めて30日以内に事故の日時、場所、状況、傷害の程度を本
学の窓口に申し出た上で、窓口備付けの事故通知はがきまたはFAX、
あるいはパソコンや携帯端末を使用した事故通知システムにより、東
京海上日動火災保険㈱の損害サービス課へご通知ください。保険金請
求権には、時効（3年）がありますのでご注意ください。

• 死亡保険金受取人の指定
死亡保険金は法定相続人にお支払いします。
• 引受保険会社が経営破綻した場合等の取扱いについて
引受保険会社の経営が破綻した場合等には、保険金、返れい金等の支
払いが一定期間凍結されたり、金額が削減されることがあります。な
お、経営が破綻した場合には、この保険は保険業法の規定に基づき
「損害保険契約者保護機構」の補償対象となり、保険金、返れい金等
は一定割合まで同機構による補償が得られます。同機構の補償割合は
以下のとおりです。
・保険期間が1年以内の場合
原則として80％（破綻保険会社の支払停止から3か月間が経過す
るまでに発生した保険事故に係る保険金については100％）
・保険期間が1年超の場合
原則として90％（保険期間が5年超で引受保険会社の経営が破綻し
た時点で保険料等の算出の基礎となる予定利率が主務大臣の定める
基準利率を過去5年間常に超えていた場合は90％を下まわります。）
• 個人情報の取扱いに関するご案内
保険契約者である（公財）日本国際教育支援協会は、引受保険会社に
本契約に関する、加入者の氏名・学籍番号・入金日等の個人情報を提
供いたします。引受保険会社および引受保険会社のグループ各社は、
本契約に関する個人情報を、保険引受の判断、本契約の管理・履行、
付帯サービスの提供、他の保険・金融商品等の各種商品・サービスの
案内・提供、アンケート等を行うために利用する他、下記①から⑤の利
用・提供を行うことがあります。なお、保健医療等の特別な非公開情
報（センシティブ情報）の利用目的は、保険業法施行規則により、業務
の適切な運営の確保その他必要と認められる範囲に限定されています。
①本契約に関する個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内で、業務
委託先（保険代理店を含みます。）、保険仲立人、医療機関、保険金
の請求・支払いに関する関係先、金融機関等に対して提供すること
②契約締結、保険金支払い等の判断をするうえでの参考とするため
に、他の保険会社、一般社団法人日本損害保険協会等と共同して利
用すること
③東京海上日動火災保険株式会社と東京海上グループ各社または東京
海上日動火災保険株式会社の提携先企業等との間で商品・サービス
等の提供・案内のために、共同して利用すること
④再保険契約の締結、更新・管理、再保険金支払等に利用するために、
再保険引受会社等に提供すること
⑤質権、抵当権等の担保権者における担保権の設定等に係る事務手続
きや担保権の管理・行使のために、その担保権者に提供すること
詳しくは、東京海上日動火災保険株式会社のホームページおよび他の
引受保険会社のホームページをご参照ください。
個人情報は、所属大学が作成した加入者名簿を（公財）日本国際教育
支援協会が東京海上日動火災保険㈱へ提出することにより提供されま
す。この取扱いに同意しない場合は、速やかに同協会へ申し出てくだ
さい（これに同意しない場合は、この保険には加入できません。）。



その他アナウンス
✤ 理論図書室：8号館5階520号室 
✓物理学専攻の院生なら誰でも借りることができます。 
✓無人管理：皆さんの信頼に基づいて運営されています。 
✓必ず備え付けのＰＣにより貸し出し手続きをしてくださ
い。（詳細は各研究室で） 

✤ PCのウィルスソフトを入れるのを忘れずに。 
✤ 自分でやれることはいくらでもある。専門書等をどんどん
読んでいくようにする。 

✤ 自宅からでも最新の論文をarXiv(プレプリントサーバ)にて
チェックすることも可能．https://arxiv.org


